
届出内容事前チェックシート（郡山城跡公園地区）

No. 項目 届出者 市

【各地区共通】

□ 復元する歴史的建造物※1

□ 郡山城跡保存活用計画に記載のものに限る

□ 上記の建築物に附属するもの

【Ａ地区】

□ 住宅　→　別途提出書類あり

□ 店舗等→　別途提出書類あり

□

□ 用途の内容（　　　　　　　　　　　　　　　）

□ 上記の用途部分の床面積（　　　　　　　　㎡）≦200㎡

□ 事務所

□ 都市公園法第2条第2項第8号の管理事務所に限る

□ ホテル・旅館

□ 体育館

□ 博物館、図書館

□ 休憩所・公衆便所

【Ｂ地区】

□ 高等学校

□ 同窓会館

□ グラウンド施設

【Ｃ地区】

□ 神社

□ 公衆便所

容積率算定の根拠となる対象延べ面積：（　　　）㎡…①

敷地面積：（　　　）㎡…②

容積率：①/②　× 100　＝（　　　）%≦60%

建築面積：（　　　）㎡･･･③

容積率：③/②　× 100　＝（　　　）%≦40%

チェック内容

建築できる建築物

建築物等の
用途の制限

1 適・否

※1「復元する歴史的建造物」とは、今は失われて原位置に存在しないが、史跡等の保
存活用計画又は整備基本計画において当該史跡等の本質的価値を構成する要素として特
定された歴史時代の建築物その他の工作物の遺跡（主として遺構。以下「遺跡」とい
う。）に基づき、当時の規模（桁行・梁行等）・構造（基礎・屋根等）・形式（壁・窓
等）等により、遺跡の直上に当該建築物その他の工作物を再現する行為をいう。

□

当該区域内及びその周辺の良好な住環境との調和を図りながら
公園利用者に便益を供する売店、飲食店に限る

2
容積率の
最高限度

適・否 □

3
建ぺい率の
最高限度

適・否 □
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No. 項目 届出者 市チェック内容

最高高さ※2（　　　）m ･･･10m以上の場合、都市計画審議会の了承が必要

□

□

□

□

□

□

□

□ 緑化面積※3が敷地面積の20％以上である。

□ 郷土種を用いる等、樹種へ配慮し、周辺景観との調和を図る。

5 壁面の位置

6

建築物の

形態等の

制　限

※2 階段室、昇降機塔、装飾塔、屋窓その他これらに類する建築物の屋上部分の水平投
影面積の合計が当該建築物の建築面積の８分の１以内の場合においては、その部分の高
さは５メートルまでは、当該建築物の高さに算入しない。

4
建築物の
高さ制限

適・否 □

□適・否

緑　化8 適・否 □

塀等は、表面がリシン吹付け等もしくはこれに類似する外観を
有する材料で仕上げられており、色は白、ベージュ、グレー、
薄茶等とする。

フェンス、柵、棒状工作物等は、表面が濃茶等で着色されたも
のとする。

道路に接する擁壁については、石積みもしくはこれと同様の形
状となるものとする。また、視覚的に影響の大きい擁壁につい
ては、表面がリシン吹付け等で仕上げられたものとし、色は濃
灰等とする。

上記以外の工作物については、濃灰、濃茶等で着色されたもの
とする。

7

工作物の

形態等の

制　限

※3 緑化面積の算定は、大和郡山市風致地区条例施行規則に準拠します。

適・否 □

屋根の形状は勾配屋根（片流れ屋根等を除く。）とし、部材・
色彩は、和型瓦、わら、檜皮、銅板、木板その他これらに類似
する外観を有する材料とし、和型瓦の場合、色は濃灰、もしく
は黒等とする。

外壁は、表面がリシン吹付け等もしくはこれに類似する外観を
有する材料で仕上げられており、色は白、ベージュ、グレー、
薄茶等とする。

建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から敷地境界
線までの距離は
　　　　　　　□ 道路側2ｍ以上
　　　　　　　□ 隣地側1ｍ以上

適・否 □
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